
株主との対話の実施状況

［対象期間］ 2025年3月期（2024年4月1日～2025年3月末日）

［対話の概要］

形　式 決算説明会（オンライン） 個別ＩＲ対応（オンラインおよび対面）

対話先

・国内証券会社アナリスト

・国内外機関投資家ファンドマネージャー

　（パッシブ・アクティブ双方）

・同左

当社側対応者

・代表取締役社長

・取締役専務執行役員コーポレート戦略本部長

・取締役常務執行役員PX推進部担当

・取締役専務執行役員コーポレート戦略本部長

・執行役員コーポレート戦略本部副本部長

・コーポレート戦略本部コーポレートコミュニケーション部長

　対話の主なテーマ

関心事項

対話件数 年２回・参加人数 計６４名 随時・計２５回

［対話後の当社の対応］

  当社は、投資家との対話内容を経営陣・取締役会へ適宜フィードバックし、課題を共有しております。

  2024年度の当社の対応事例は下記の通りです。

　  ※2025年5月15日にアップデート情報開示をいたしました。

　 「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応（アップデート開示）」

　　URL：https://www.sekisuikasei.com/jp/ir/ir-library/ir-others/

●主要な適時開示資料の日英同時開示を実施する社内体制を整備しました。

　 ※2025年4月1日から日英同時開示の対応を実施しております。

●当社ホームページ内に、個人投資家向けIRページを新設しました。

　 URL：https://www.sekisuikasei.com/jp/ir/individual_investors/

　本件に関するお問合せは

　　コーポレート戦略本部 コーポレートコミュニケーション部

　　E-mail ;  ir_pr@sekisuikasei.com

・セグメント別、主要製品別の業績及び見通し、欧州Proseat事業の業績及び見通し

・「資本コストや株価を意識した経営」の実現に向けた対応（PBR改善に向けた具体的な取り組みや目標、政策保有株式や配当の方針など）

・ＥＳＧテーマ（気候変動、資源循環、人的資本経営、ガバナンス体制など）

●「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応」への関心の高さから、低PBRの要因分析、改善に向けた目標と取り組み（収益性の向上、資本効率性の向上）、財務健全

　 性、キャッシュアロケーション、株主還元、設備投資に関する議論を行いました。


